「地球温暖化問題」講演学習会
皆さん、地球温暖化はどうなるのでしょう。科学者は，「今直ちに二酸化炭素の発生量を減らさなければ、取り返しのつかないことになる」と警告していますが、なぜそう言えるのでしょうか。専門分野を超えて科学者が結集している日本科学者会議は、専門家が県民のみなさんにわかりやすく講演し、皆さんとご一緒にこの問題を考える学習会を開きます。暑い夏の盛りですが、皆さんお誘い合せて多数ご参加ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本科学者会議(JSA)滋賀支部
	　
「世界排出量の減少開始：
今後１０年の削減対策が人類の生き残りを決める」
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　　　　　　　　　立命館大学産業社会学部教授（環境教育，環境社会学）
　　　　　　　　竹濱　朝美（たけはま　あさみ）さん
■講演者からひと言
最近は、気候変動に関する環境教育、家庭部門における温室効果ガス削減対策を研究しています。2004年イギリス留学中に接した科学者の会議で、産業革命前より2℃上昇を回避することは、非常に困難になっていることを知り、打ちのめされるような衝撃を受けました。子供たちの未来を思うとき、少しでも自分にできることをしたいと思います。


人類が適応できる環境を残すには、気温上昇2.5℃、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス500ppmを超えてはなりません。温室効果ガスの濃度安定化に関する研究は、最悪でも2020年までに、世界排出量が減少を始めなければ、破滅的な未来が確定することを明らかにしています。温室効果ガス削減のため、今後10年間の投資が、人類の存続を決めるといえるでしょう。日本は急いで削減中期目標を立てねばなりません。なお、日本科学者会議事務局長・松川康夫さん（元中央水産研究所）による、深く関係する海洋の温室効果ガス吸収能力などの解説も予定しています。
（プログラム、講演概要等は裏面をご覧ください）
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日時：2008年8月3日（日）午後1時30分～4時20分
場所：コミュニティセンター野洲　２階　大ホール (160名収容)
（野洲市役所横、JR野洲駅南口から国道8号線方向に徒歩数分） 入場無料
なお、お車でお越しの方のために、市役所の大駐車場を解放しております。
プログラム
1:30-2:30 　講演（竹濱朝美先生）

2:40-3:10 　質疑応答

3:10-3:40 　解説（松川康夫JSA事務局長）

3:50-4;20 　全体討論

	竹濱　朝美先生の講演概要

１）グリーンランドと北極海の変化

２）温室効果ガス450ppm、気温上昇2℃での安定化には、直ちに削減が必要

３）最悪でも気温上昇2.5℃、温室効果ガス500ppmまでに

４）遅くとも2020年までに、世界排出量が減少を始めなければ、破滅的な未来が確定

５）削減対策ために、今後10年間の投資が人類の存続を決める

６）日本に必要な温室効果ガスの削減量

７）近未来の温暖化の影響

８）再生可能エネルギー拡大の必要、太陽光発電普及の役割

松川康夫JSA事務局長の解説概要
１）ポジティブ・フィードバック、温暖化加速のからくり

２）温暖化に伴う海のＣＯ２吸収力の低下

３）日本のＣＯ２排出は、どれくらい削減が必要か

４）日本における代替エネルギーの可能性

５）日本のＣＯ２排出の現状

６）必要な経済構造の転換




なお、終了後に講師の両先生を囲んで懇親会を行ないます。都合のつく方はご参加下さい。
日本科学者会議 (JSA, The Japan Scientists’ Association) について 
科学を自主的、民主的に発展させ、科学者の責任を果たすため、専門別、地域別の枠や、世界観や研究方法の違いをこえた組織として、1965年に創立されました。全国的な問題となった60年代、70年代の公害問題では、先駆的にかつ一貫して国民の立場に立って実態を明らかにし、その解決にむけ努力してきたことはよく知られているところです。また核兵器に代表される科学の反社会的な利用に反対し、国内外の平和・独立・民主主義・社会進歩・生活向上のための諸活動との連帯を強めて取り組んできており、研究者・教育者・技術者・弁護士・医師・大学院生など、現在約5千人の会員を擁しています。  (URL http://www.jsa.gr.jp)
問合せ先： 県立大学・小 島  彬 (物理学、電話0749-28-8367, FAX 0749-28-8589）
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